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は じ め に 

 

 創設当初から勤務した西表実験所を離れるにあたり、所員及び農学部の先生方からこれまでの

記録をまとめて残してはどうかとの話しがあったのは 4 月に入ってからでした。草創期から今

日まで熱帯農学研究施設、そして西表実験所の研究基盤の整備にかかわってきた者として、当然

のこととしてお引き受けすることにしました。 

 しかしながら当初から予想されていたことですが、退官間際になるといろいろの仕事におわれ

て、写真の整理、とくに年月日の記録、構成内容に時間を充分にさくことができず、単純、粗雑

な形になってしまいました。 

 西表実験所の写真については、「附属熱帯農学研究施設 20 年の歩み」（平成 3 年（1991）12

月）に 8 ページ 16 葉にまとめましたが、今回ははるかに多く 72 ページ 292 葉の膨大なものと

なっています。 

 民宿の一室を借り上げて研究室、事務室、宿舎に兼用してスタートした「民宿時代」、車庫に

本拠地を置いて活動をした「車庫時代」、そして待望の研究・宿泊棟、研究圃場を整備して本格

的に取り組んだ「発展期時代」等の写真をみて、一葉一葉がつい昨日のように思われ感慨深いも

のがありました。 

 この「写真集」は、写真記録で本実験所 35 年の歩みを「ドキュメンタリー」としてみること

ができますが、加えて写真の有する記録性と視覚に訴える現実感は、別冊の「資料編」とは異な

る資料価値があるものと思います。 

 最後に編集にあたり、貴重な写真を提供していただいた竹富町役場総務課、八重山観光フェリ

ー、安栄観光、職員各位、資料の整理にご尽力いただいた堤ひとみさんに深く感謝するとともに、

本写真集が西表実験所の将来への発展に少しでも役に立てばこれ以上の喜びはありません。 

     

 

 

 

 

平成 20 年（2008 年）3 月吉日 

                             森林環境資源研究領域 

                             教 授  新本 光孝 
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開 所 式 

 

現地西表島上原公民館において開所式を行った。 ― 昭和 47 年(1972)4 月 26 日 ― 

 

 

 

 

琉球大学農学部付属熱帯農業科学研究施設の看板が始めて披露された。 

                                   ― 昭和 47 年(1972)4 月 26 日 ― 
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首里キャンパス風樹館に本部を置く。 ― 昭和 47 年(1972)5 月 ― 

 
 

      

  上原館の 1 室を借り上げ事務所に使用した。          民宿旧みはらし荘を借り上げ移転した。 

― 昭和 47 年(1972)5 月 ―                    ― 昭和 49 年(1974)4 月 ― 
    

 

    

事務室、研究室、及び宿舎に使用した。         研究室兼事務室で概要説明を受ける金城農学部長 

― 昭和 49 年(1974)4 月 ―                   （中央）            ― 昭和 50 年(1975)5 月 ― 
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Ⅰ 港・船の移り変わり 
 
１．石垣港の移り変わり 

 

     
昭和 48 年(1973)頃                     昭和 50 年(1975)頃 

 
 
 
 

     
昭和 50 年(1975)頃                    昭和 50 年(1975)頃  

 
 
 
 

     
昭和 50 年(1975)頃                停泊中の鹿島丸 ― 昭和 50 年代後半 ― 
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平成 5 年(1993)の頃                   平成８年(199６)の頃 

                              写真資料を提供して頂いた八重山観光フェリーの 

                     花城専務取締役（右側） 

 
 

     
平成 15 年(2003)の頃                   平成 15 年(2003)の頃  

 
 
 
 

     
供用開始の日 ― 平成 19 年(2007)1 月 31 日 ―        供用開始の日 ― 平成 19 年(2007)1 月 31 日 ― 
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２．船浦港の移り変わり 
 

 

昭和 47 年(1972)頃の船浦港 

 
 
 

     
昭和 47 年(1972)頃の船浦港、立て看板が立って      昭和 47 年(1972)頃の船浦港、立て看板が立って 

いた。（海側より）                                       いた。（陸側より） 

 

 

      

昭和 50 年代後半の船浦港                  昭和 60 年代の船浦港              
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３．船浦港から上原港への供用変え 

 

 

 

 

平成 18 年(2006)3 月 27 日供用開始された上原港 

                    ― 資料提供 竹富町役場総務課 ― 

 

 

 

テープカットで供用が開始された。 ― 平成 18 年(2006)3 月 27 日 ― 
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４．船舶の移り変わり 
 

１）八重山観光フェリー  ― 八重山観光フェリー（株）写真提供 ― 

 

     
船浦・石垣航路の住吉丸 ― 昭和 47 年(1972)8 月 ―          船浦港を出港する住吉丸 

 
 

     
船浦港から出港するマリンスター              船浦～石垣航路に就航した鹿島丸 

― 昭和 54 年(1979)7 月 ―                     ― 昭和 58 年(1983)7 月 ― 
 

 

 
上原～石垣間に就航しているサザンクロス号 ― 平成 20 年(2008)2 月 ― 
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２）安栄観光 ―（有）安栄観光写真提供 ― 

 

 
 

     
昭和 50 年(1975)頃の石垣島安栄観光事務所前 

 
 

 

あんえい号 

お世話になった故森田安満船長 

― 昭和 62 年(1987) ― 
 

 
            上原～石垣間に就航している安栄丸 ― 平成 20 年(2008)2 月 ― 

- 8 - 
 



Ⅱ 車両と調査船の移り変わり 
 

１．車両 
 

     
初代ジープ ― 昭和 40 年代後半 ―                                 林内奥地を走る。 

後方の建物はみはらし旅館 (教官宿舎に指定され 

お世話になった。)                    

 
 

     
二代目ジープ ― 昭和 50 年代 ―                   用地区分調査に活躍した。 

 
 
 
 

     
三代目ジープ ― 昭和 59 年(1984) 2 月 ―          来客対応する星野施設長 ― 昭和 60 年(1985) 2 月 ― 
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学生実習や来客対応に活躍したマイクロバス         テラノも学生実習や来客対応に活躍した。 

― 昭和 60 年(1985)2 月 ―                  ― 昭和 61 年(1986)2 月 ― 

 
 
 

     

    活躍した 2 代目マイクロバス           活躍中のマイクロバス ― 平成 20 年(2008)2 月 ― 

― 平成 10 年(1998) ― 
 
 

     
活躍中の乗用車 ― 平成 20 年(2008)2 月 ―               農作業機械 ― 平成 20 年(2008)2 月 ― 
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２．調査船 
 
 
 

 

みやまⅠ世 ― 平成 3 年(1991)3 月 ― 

 
 
 
 

 
みやまⅡ世 ― 平成 20 年(2008)2 月 ― 
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Ⅲ 建物 
 
１．車庫 

       施工：昭和 49 年(1974)～同 50 年(1975) 
 

     
車庫用地の整地              竣工間近の車庫、表側より ― 昭和 50 年(1975)2 月 ― 

 
 

     
竣工間近の車庫 ― 昭和 50 年(1975)2 月 ―       竣工した車庫、裏側より ― 昭和 50 年(1975)3 月 ― 

 

 

     
民宿みはらし荘より移転し、車庫を研究室および      車庫内で施設概要の説明 ― 昭和 51 年(1976)4 月 ― 

事務室に使用      ― 昭和 50 年(1975)4 月 ―             

 

― 車庫時代に入る ― 

- 12 - 
 



２．ガラス室 
 
 
 

     
ガラス室の基礎工事 ― 昭和 55 年(1980)1 月 ―       ガラス室の鉄骨組立て ― 昭和 55 年(1980)2 月 ― 

 
 

    

竣工間近のガラス室 ― 昭和55年(1980)3月 ―       ２棟目の竣工したガラス室 ― 昭和56年(1981)3月 ― 
 
 

 

圃場貯水タンクより見たガラス室 ― 平成 20 年(2008)2 月 ― 

 

― 発展期に入る ― 
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３．教育研究棟 1 号館 
    施工：昭和 50 年(1975)～同 51 年(1976) 
 

     
1 号館建設予定地                              1 号館現場説明   

 
 
 
 

     
施設部による工事説明                                 1 号館の整地   

 
 
 
 

     
1 号館の整地                     資材の搬入が始まる。                                      
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基礎工事が始まる。   

 
 
 
 

 
鉄筋工事  

 
 
 
 

     
建築中の１階工事                    ２階の建築工事  
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棟上げ 

 
 

 
竣工間近の 1 号館 ― 昭和 51 年(1976)2 月 ― 

 
 

 
竣工した 1 号館 ― 昭和 51 年(1976)3 月 ― 

- 16 - 
 



４．教育研究棟２号館 
施工：昭和 62 年(1987)～同 63 年(1988) 

 

     
建築中の 2 号館                       竣工間近の 2 号館、赤瓦の工事が急ピッチで進む。 

 
 
 

         
竣工した 2 号館 ― 昭和 63 年(1988)3 月 ―            竣工した 2 号館（左）、右は 1 号館           

― 昭和 63 年(1988)4 月 ― 

 

 

 

         
2 号館内の標本室 ― 昭和 63 年(1988)4 月 ―           2 号館の講義室 ― 昭和 63 年(1988)7 月 ― 
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５．宿泊棟 
施工：平成 7 年(1995)～同 8 年(1996) 

 

     
地鎮祭会場 ― 平成 7 年(1995)7 月 ―          宿泊棟の地鎮祭 ― 平成 7 年(1995)7 月 ― 

 
 

     
工事の安全を祈願し鍬入れを行う。             総定員 50 人の宿泊棟を竣工 

― 平成 7 年(1995)7 月 ―                   ― 平成 8 年(1996)3 月 ― 

 

 

６．農用機械格納庫 
 
 

     
竣工した農用機械格納庫 ― 昭和 63 年(1988)3 月 ―       竣工した農用機械格納庫に連結した作業管理棟 

― 昭和 63 年(1988)3 月 ― 
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教育研究棟・宿泊棟の全景 ― 平成２０年２月現在 ― 
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７．職員宿舎 
施工：昭和 50 年(1975) 

 

     
職員宿舎用地の測量 ― 昭和 50 年(1975)5 月 ―        職員宿舎の基礎工事 ― 昭和 50 年(1975)5 月 ― 

 
 
 
 

     
竣工間近の宿舎 ― 昭和 50 年(1975)10 月 ―         竣工間近の宿舎 ― 昭和 50 年(1975)10 月 ― 

 
 
 
 

     
宿舎の竣工検査 ― 昭和 50 年(1975)11 月 ―          竣工した施設長専用宿舎 ― 昭和 50 年(1975)11 月 ―        
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Ⅳ 道路・ダム 
 
１．道路 

       施工：昭和 49 年(1974)～同 50 年(1975) 

     

昭和 47 年頃の 208 林班用地入口付近            竣工した 208 林班内の１期工事専用道路 

 現在、左に教育研究棟 1，2 号館が、右側に宿泊                ― 昭和 50 年(1975)3 月 ― 

棟が建設されている。                  

  

 
 

     
竣工した２期工事専用道路 ― 昭和 51 年(1976)3 月 ―           圃場内の道路工事 ― 昭和 58 年(1983)9 月 ― 
 

 

 

     

圃場内の道路工事 ― 昭和 58 年(1983)10 月 ―         圃場内の道路工事 ― 昭和 58 年(1983)11 月 ― 
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圃場内の道路工事 ― 昭和 58 年(1983)11 月 ―         ガラス室、農用機械格納庫付近の舗装直前の状態 

― 平成 3 年(1991)3 月 ― 

 

 

 

     

Ｙ字型付近の舗装工事 ― 平成 3 年(1991)3 月 ―        舗装直後のＹ字型付近 ― 平成 3 年(1991)3 月 ― 
 
 
 
 

     

208 林班用

― 平成 3 年(1991)3 月 ―                                                     ― 平成 3 年(1991)3 月 ― 
地入口付近の舗装工事            中央の分離白線も施して竣工した道路舗装 
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２．ダム 

 
 

     
208 林班専用道路入り口付近のため池を利用して         ダムの基礎工事 ― 昭和 58 年(1983)6 月 ― 

水した。          ― 昭和 48 年(1973)8 月 ―   
 
灌

     
     水源地の上流 ― 昭和 58 年(1983)6 月 ―         貯水タンクの建設 ― 昭和 58 年(1983)9 月 ― 

 
 

     
完成したダム ― 昭和 58 年(1983)11 月 ―            完成したダム ― 昭和 58 年(1983)11 月 ― 
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Ⅴ 研究圃場 ― 昭和 57 年(1982)～同 58 年(1983) ― 

       

 
工事の安全を祈る地鎮祭                 工事の安全を祈願する宮城学長 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

     
大木の伐倒作業                                       伐採作業が始まる。 

 

 
 
 

     
伐採・倒木の処理作業                                        伐採木の集積 
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ユンボによる造成が進む。                   伐採後の元地形 

 

 
 
 

     

部分的に伐採木を集積                   部分的に伐採木を焼却 

 

 
 
 

     
 造成が進む。                    日に日に造成が進む。 
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 日に日に整地が進む。                   整地が進む。 

 

 

 
上空から見た造成中の圃場 ― 昭和 58 年(1983)4 月 ― 

 
 

     
完成 竣工した 5 号圃場（左）と 7 号圃場（右） 

                                    

間近の法面および道路                          
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圃場は礫が多く、苦労が続く 6 号圃場                     礫の除去作業 6 号圃場  

 

 

 

 

     
除去された礫、6 号圃場                大きさは大、中、小とさまざまな礫 

 

 

 

 

     
礫除去後の 6 号圃場                      研究圃場の土砂流出防護柵 
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Ⅵ 主要な研究 

１

   農林水産省特別試験研究費 ― 昭和 52 年度(1977)～同 57 年度(1982) ― 
 

 
．プロジェクト研究 
１）熱帯樹林地の開墾に伴う生態系の変化に関する研究 

 

 

 

 
試験地を設定した自然林の林相 
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験地の区画測量 ― 昭和 52 年(1977)4 月 ― 

 

―  昭和 52 年(1977)4 月 ― 

 

用地内の土壌断面図                土壌調査中の大屋教授 

 

試

立木払い下げ調査  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

     
ブルドーザーによる造成                              レーキドーザーによる造成 
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レーキドーザー区，牧草植付け              牧草試験地を整備する新城技官 

 

 
 
 

     
択伐区の林内                

 

 
 
 

 

皆伐区の伐採 5 年後の萌芽木 

 皆伐区の切株 ― 昭和 52 年(1977)7 月 ― 
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２）

文部省科学研究費特定研究 ― 昭和 54 年度(1979)～同 56 年度(1981) ― 
 

温帯・熱帯地域における生物生産の比較能楽的研究 
― 焼畑農耕とその常畑化に関する農地生態学的研究 ― 

 

       

        試験区設定のための林内踏査         伐採準備中のため下層植生を刈払う石垣長有さん 
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焼畑区の伐採をする石垣長有さん             伐採木を処理する石垣長治さん 

 

 
 
 
 

     
伐採後、火入れ直前の試験区                           傾斜下より火入れ 

 

 

 
 
 

         
火入れ、焼却直後                   火入れ、焼却後の調査 
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土壌流出試験区の造成                                完成した土壌流出試験区 

 

 
 
 

     
土壌班による調査                           焼畑区の二次植生（左上） 

                                 土壌流出試験区とキャッサバ栽培（右） 

 
 

 
焼畑区の 2 年後の二次植生 

 

- 33 - 
 



３）熱帯地域の森林資源回復に関する研究 
    文部省科学研究費（一般研究Ｂ）― 昭和 61 年度(1986)～同 63 年度(1988) ― 

 
 

 
 
 
 
 

                          
試験地の区画調査 

 
試験地入口の標柱 

 
 
 

 
 

- 34 - 
 



 
 

     
火入れ直前の試験地                  火入れ焼却を開始 

         

 
 
 
 

                
焼却中                      伐採後 2 年目の二次植生 

 

 
 
 

       
対照区の伐採２０年後の萌芽林                焼畑区の伐採２０年後の萌芽林 
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２

１）熱帯果樹の導入試験・栽培試験 
 

．個々の研究 

     
最初に導入  

― 昭和 51 年(1976)3 月 ―                                                  ― 昭和 51 年(1976)3 月 ― 

 

された熱帯果樹ピタンガ            植栽する新城技官（左），津嘉山技官（右）

 

     
  熱帯果樹をサポートする津嘉山技官（左）、         自力開墾による早生温州みかん導入栽培試験 
              新城技官（右）                        ― 昭和 54 年(1979)6 月 ― 

 
 

 
     収穫直前の早生温州みかん 

          ― 昭和 54 年(1979)6 月 ― 

― 昭和 55 年(1980)6 月 ― 
みかん園内に熱帯果樹植
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２）熱帯系桑の導入・栽培試験 

 
 

     
    桑導入園 ― 昭和 61 年(1986)7 月 ―         桑の収穫調査桑導入園 ― 昭和 61 年(1967)8 月 ― 

 
 

     
    食用桑 ― 昭和 63 年(1988)5 月 ―             見事な桑園 ― 昭和 61 年(1986)5 月 ― 

      

 
桑からカイコへ ― 昭和 61 年(1986)7 月 ― 

 
カイコから繭へ ― 昭和 61 年(1986)8 月 ― 
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３）熱帯牧草の導入・栽培試験 

 
 

     
   牧草導入見本園 ― 昭和 63 年(1988)5 月 ―         品種別栽培試験 ― 昭和 63 年(1988)5 月 ― 

 

 
 

     

品種別栽培試験 ― 平成 2 年(1990)5 月 ―                  ギニアグラスの栽培試験  

 ４）熱帯資源植物導入・栽培試験 
 

 
 
 

 
熱帯果樹育苗試験 ― 平成 4 年(1992)6 月 ― 
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５）

平成 11 年度沖縄県産業祭り出展 ― 平成 11 年(1999)10 月 ― 
食用カンナ導入・栽培試験 
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沖縄県産業祭り出展                    大学展示コーナー 

 

 
 

     
ショクヨウカンナ説明                 ショクヨウカンナ展示風景 

 
卓上展示 
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ショクヨウカンナ導入園：3 号圃場                         ショクヨウカンナ導入園：3 号圃場 

        ― 平成 10 年(1998)7 月 ―                                    ― 平成 10 年(1998)7 月 ― 

 

       
観賞用カンナ：3 号圃場               カンナ酒用として注目されている。 

                                             ― 平成 10 年(1998)7 月 ― 
 
 

     
カンナ酒用

                              ― 平成 19 年(2007)7 月 ― 
として注目されている。              自生種のダンドク：3 号圃場 

― 平成 19 年(2007)7 月 ―   
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６）ハイビスカス導入・栽培試験 

 
 

     
導入園での栽培                     導入園での栽培 

 

 
 
 

     
導入園での栽培                   ガラス室近くでの栽培試験 

 
７）昆虫相 

 

 
世界最大の蛾（ヨナグニサン） 
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  ８）マングローブの増殖試験 

 
 

 

船浦湾試験地 

 
 

 
ヤエヤマヒルギの胎生種子 

 

- 44 - 
 



Ⅶ 主な視察・来訪者 

 
 

     
藍原林野庁長官 ― 昭和 52 年(1977)2 月 ―        坂元沖縄開発政務次官 ― 昭和 54 年(1979)4 月 ― 

 

 
 
 

     
京都大学沢田学長記念植樹 ― 昭和 55 年(1980) ―             記念植樹

― 昭和 56 年(1981)5 月 ― 

 

を行う宮崎大学井上学長 

 

     
参議院沖特委員御一行 ― 昭和 56 年(1981)6 月 ―               記念植樹を行う宮城学長 ― 昭和 58 年(1983)2 月 ― 

左は喜屋武真栄議員、中央は伊江朝雄議員 
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     日本林

― 昭和 58 年(1983)3 月 ―                                                     ― 昭和 61 年(1986)4 月 ― 

 

業技術協会猪野理事長                       概要説明を受ける楢崎北海道開発庁事務次官 

 
 
 

     

記念植樹を行う楢  
― 昭和 61 年(1986)4 月 ―                                         ― 平成元年(1989)5 月 ― 

 

崎北海道開発庁事務次官          沖縄開発庁坂元国務大臣が来訪された。

 
 

     
 施設の概要説明を受ける坂元大臣               日本学術会議櫻井事務局長を浦内川軍艦岩へ案内 

          ― 平成元年(1989)5 月 ―                                                       ― 平成 4 年(1992)1 月 ― 
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高良鉄夫元学長が本施設を視察 ― 平成 4 年(1992)8 月 ― 

 

 

 

 
鳩山文部大臣と施設職員 ― 平成 4 年(1992)9 月 ― 
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琉球大学学報（第 292 号） 

 
 

     

施設の概要説明を受ける鳩山文部大臣             記念植樹を行う鳩山文部大臣 
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参議院国際問題に関する調査会(佐々木満会長)御一行が本施設を視察 

― 平成 4 年(1992)10 月 ― 
 
 
 
 

     
柳谷謙介国際協力事業団総裁が本施設を視察           施設職員との懇談会 ― 平成 5 年(1993)11 月 ― 

― 平成 5 年(1993)11 月 ― 
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坂元弘直文部事務次官が本施設を視察（大原港にて） 

― 平成 6 年(1994)3 月 ― 

 

 

琉球大学学報（第 310 号） 
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古見のサキシマスオウノキの板根に坂元次官を案内 ― 平成 6 年(1994)3 月 ― 

 
 

 
 

 
砂川恵伸学長が西表実験所を視察 ― 平成 8 年(1996)5 月 ― 
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西表実験所教官と懇談を行う。             創設 20 周年記念木に施肥を行う。 
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記念植樹植栽を終えた森田孟進学長 ― 平成 14 年(2002)5 月 ― 

 

 
 
 

 
森田孟進学長に島内を案内する高相実験所長 ― 平成 4 年(1992)5 月 ― 
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記念植樹を行う井上元文部科学省事務次官、現在琉球大学経営協議委員 

                              ― 平成 18 年(2006)10 月 30 日 ―   

 
 
 
 
 

     
星砂の浜にて ― 平成 18 年(2006)10 月 30 日 ―                  浦内川船乗り場付近にて 

― 平成 18 年(2006)10 月 30 日 ― 
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Ⅷ 主な会議・セミナー等 
 
１．九州地区国立大学事務局長協議会 ― 昭和 54 年(1979)5 月 ― 

 

     
       歓迎の挨拶を述べる諸見里施設長                     会議中の真栄城琉大事務局長 

 

 
圃場を視察する局長御一行、我謝農学部事務長（左） 

 

 
記念植樹を行う真栄城事務局長 
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２．九州地区国立大学農林水産系学部長協議会 ― 昭和 58 年(1983)11 月 ― 
 

   
            記念植樹会場へ向かう学部長ら             恩師九州大学宮島農学部長（左） 

                                    と新本主事 
３．セミナー・研修 

 
琉球大学学報第 318 号 ― 平成 6 年(1994)12 月 ― 
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 第 2 回西表実験所セミナー・講演会石垣島で開催       2001 年度森林計画学会夏期セミナーを開催 

 講演者、小山客員教授   ― 平成 8 年(1996)5 月 ―               ― 平成 13 年(2001)9 月 19 日 ― 

 

 

 

国際協力事業団（ＪICA）森林土壌コースの研修 

― 平成 2 年(1990)10 月 ― 

 

 
国際農林業協会（ＡＩＣAF）森林資源コースの研修（浦内川流域森林調査後マリウドの滝） 

― 平成 5 年(1993)6 月 ― 
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Ⅸ 記念式典並びに祝賀会 
 

１．教育研究棟 1 号館 ― 昭和 51 年(1976)5 月 ― 

 

     
落成式典、祝辞を述べる小玉沖縄総合事務局長            第一研究室での落成祝賀会 

 
 
２．教育研究棟 2 号館 ― 昭和 63 年(1988)5 月 ― 

 

 
落成式出席者 

 
 

     
式辞を述べる東江学長                   式辞を述べる大屋施設長 
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    祝辞を述べる西大舛竹富町議会議長            乾杯の音頭をとられる坂本事務局長 

 
 
 
 

    
参加者全員による万歳三唱            祝賀会で歌っていただく平得校長先生と 

那根西表島郵便局長 

 
 

 

地元婦人会新崎さんによる舞い 
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３．創設 20 周年記念 ― 平成 4 年(1992)2 月 ― 
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       記念植樹会場へ移動                 祝辞を述べる神山八重山支庁長 

 
 
 
 

    
      祝賀会会場での砂川学長等                ２０周年を祝し舞う職員 

 
 
 
 

     
祝賀会会場、地域の御婦人方も多数出席された。             盛会だった祝賀会 
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Ⅹ 学生実習 
 
１．昭和 57 年(1982)7 月第 1 回熱帯農学総合実習 

 

    
      鳩間沖に停泊中の鶴洋丸                 スキッフで船浦港へ 

 
 
 

    
       港内のスキッフ                    接岸するスキッフ 

 
 
 

    

夕食中の学生（旧食堂棟にて）              熱帯牧草について講義中の星野教授 
                                  （1 号館の講義室にて） 
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２．昭和 60 年代の熱帯農学総合実習 

 
 

     
   桑園での実習、担当者は四方客員教授              パイナップル農園での実習 

 
 
 

     
早朝作業の学生                 早朝作業中に手なれぬカマでぐさり･･･。 

 
 
 

     
サトウキビ畑での実習見学                土壌実習を指導する石垣技官 
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ボートにて浦内川軍艦岩へ                 浦内川流域の森林調査 

 
 
 

     
      実習の終了証書を授与                  実習の打ち上げパーティー 

 
 
 

     
石垣島での農林水産省見学の為乗込む学生              船浦港を離岸するマリンスター 
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ⅩⅠ 琉球大学学報にみる西表実験所 
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編集を終えて 
 

 

 写真集は、私が琉球大学を定年退職するにあたって熱帯生物圏研究センター西表実験所の 35

年余の歩みを編纂したものであります。 

 編集内容については、本学 50 周年史写真集も踏まえつつ次の編集方針に基づいて写真の収

集・選定・収集整理を行いました。 

 

１．西表実験所の創設以来の写真を年代を追って体系的にまとめ、同実験所の創設・発展を年

代と地域とのかかわりの中で、一目で分かるように構成する。 

２．時代性、記録性、客観性を重視して学術的な資料として活用できる内容にする。 

 

写真は、実験所内に保存されているもの、個人的に撮影したものを基本にし、所内外の関係者

にも広く呼びかけ収集しました。収集した写真を整理し、編集を終えてみると、少々私の「自分

史」のようにもなってしまった感がするのも否めないが、そのてんは定年退職に免じてお許し願

いたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 20 年（2008 年）3 月吉日 

                             森林環境資源研究領域 

                             教 授  新本 光孝 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


